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 建設地（ハワイ）をめぐる動き →別途報告

 TMT建設・運用体制の強化
• TMT建設期・運用期を通じて、国立天文台としてすばる望遠鏡と
TMTを一体的に進める体制の検討を進めている。

• TMT国際天文台（TIO）の運営に人的に貢献する仕組みの検討を進
め、TIO(パサデナ)への職員派遣を強化している。9月現在5人が赴
任している。

 サイエンス検討
• TMT Science Forum が2019年11月4-6日に中国・厦門（Xiamen
Island）で開催される。（9/15 アブストラクト〆切）

• すばる望遠鏡と連携したサイエンスの検討を行うサイエンスブック
の制作を進めている。サイエンス検討部分の第一稿が集まり、近く
ドラフトを公開する。広く検討をお願いします。

 進捗状況：現地建設準備以外に、各国で設計・製作が進んでいる。日
本での進捗は以下のとおり。

• 主鏡：分割鏡材、非球面研削・研磨加工の量産が進行中。鏡材は累
計で300枚以上を製造した。海外（米国・中国・インド）での研磨
にむけ供給を行っている。2019年度には外形加工・支持機構への搭
載を開始する。

• 望遠鏡本体構造：2018年度より製造図面の作成をはじめとする製造
プロセスを開始した。

• 観測装置開発：第一期装置のIRISは詳細設計を進めている。
• 望遠鏡本体構造や観測装置開発では、プロトタイプ試験を行っ

て設計の品質向上によるリスク低減を図っている。
• 主に第二期装置の実現に向けた基礎開発を行うために、2019年度
TMT戦略基礎開発研究経費に5件を採択し、経費を配分した。

全国各地で講演会を引き続き開催中。講師としてのご協力もお願いしま
す。模型やプロモーション動画も整備されているので、展示会などにも
対応します。

TMTプロジェクト
進捗報告（2019.3.～）

光赤天連総会 2019年9月13日









第 2 期光・赤外線天文学大学間連携事業 2019 年前期活動報告 光学赤外線天文連絡会総会 

◯ OISTER(Optical and Infrared Synergetic Telescopes for Education and Research)のこ

れまでの経緯 

平成 23年度から平成 28年度の 6年間の第 1期の光赤外線天文学大学間連携事業では、複数の大学・研究機関

の持つ中小口径望遠鏡を用いた突発天体のような短時間の天文現象や、多波長・多モードの観測を必要とする研究の

ための連携観測を実施できる体制を整えた。平成 29 年度から、重力波を始めとする突発天体及び現象を狙った「大学

間連携による光学・赤外線天文学研究教育ネットワークの活用 − マルチメッセンジャー天文学の拠点創出 －」として新

たに 5年の事業計画がスタートした。 

◯ 事業目的・概要 

大学での観測天文学教育と研究を促進することを目指し、国立天文台や各大学が国内外に持つ中小口径望遠鏡を

有機的に結び付けた光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークを活用し、重力波およびニュートリノの起源天

体探査などを目的とした、大型望遠鏡では困難な最先端の共同研究を行い、新しい研究課題を創出するとともに

大学の研究力強化に資する。 

事業期間: 平成 29年度から 5年間 

事業予算: 平成 30年度 65,000千円 

参加機関: 北海道大学, 埼玉大学, 東京大学, 東京工業大学, 名古屋大学, 京都大学, 兵庫県立大学, 広島大

学, 鹿児島大学, 国立天文台 

○令和元年度前半の活動 

・ToO およびキャンペーン観測 

ToO観測およびキャンペーン観測課題の募集を 1回（6月）行い、ToO観測課題 5件、キャンペーン観測課題

2件の応募があった。これらの提案課題について各機関の実務担当者と議論をする観測検討会を 6月 11日に開

催した。これらを含めて 2019年 9月現在、有効なプロポーザル数は合計 18件となった。観測提案に基づいて

今年 4月以降 8 月末までに観測が実行されたのは、昨年度から継続している 3 件を含めて 9 件であった。さら

に、第二期において実施された観測結果の報告・議論を行う進捗報告会を 7月 19日に開催し、9件の発表があ

った。多くの研究成果の論文化が期待される。 

・論文出版状況 

令和元年度の 4 月 1 日から 9 月 13 日までの間には OISTER による観測から、2 件の査読論文が出版され

（Takahashi et al. 2019, PASJ, 71, 47; Shidatsu et al. 2019, ApJ, 874, 183）、１件が投

稿中（Kawabata et al. 2019, submitted to ApJ）である。また、本事業によるネットワークから派生

した協力関係や関連研究から 31編の査読論文が出版されたほか、GCN/IAUC/CBET/ATel等への観測報告を含

む非査読誌が 16編あった。 

・教育活動 

大学院生・学部生（M1、B4等）を対象とした初心者向けの IRAF講習会（一次解析と開口測光）を、5月 13

日から 23日にかけて 4回に分けて zoomで開催した。スタッフ等を含め、埼玉大学 3名、東京工業大学 2名、

東京大学 1名、兵庫県立大学 3名、京都大学 3名、北海道大学 1名、琉球大学 2名の参加があった（琉球大学

は連携参加機関ではないが、国立天文台の石垣島天文台で観測実習を行う 2人が特別に参加）。 

○今後の活動計画 

 後期も定期的な観測提案の公募に加えて、ToO観測提案は随時受け付けて連携観測を推進する。これらに併せ

て、乾燥検討会・進捗報告会を開催する。また、2019 年度後半にワークショップを開催する予定である。さら

に、PASJ特集号の出版、2020年春季年会企画セッションへの申請、来年度以降に中小口径望遠鏡ネットワーク

をテーマとした国際会議の開催などを進める予定である。教育事業として、初心者向け IRAF講習会を継続して

実施し、第一期で実施していた短期滞在実習も進める予定である。 










